
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 蓮如上人月忌法要と晨朝勤行参拝のご案内 ～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

２０２５(令和７)年１２月発行 

 

京都市山科区東野狐藪町２番地 

本願寺山科別院 

TEL 075-581-0924  FAX 075-593-8822 
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＜主な活動＞ 

山科別院の法要・行事への参拝・参加、また１４日の蓮如上人月忌法要時には午前より例

会を開催し、様々な催しを行っています。９月１４日の例会では山科別院職員もご一緒し、

本願寺の書院・飛雲閣を拝観しました。書院・飛雲閣は一般公開していないため、通常入れ

ることは出来ません（一部行事等除く）が、職員の案内・説明のもと普段は見ることが出来

ない文化財をご覧いただきました。 

１１月１４日の例会ではフラワーアレンジメントを作りました。また来年１月１４日（水）

は本願寺御正忌報恩講法要の参拝を予定しております。 

＜入会について＞ 

ご門徒に限らず、別院とご縁のある方ならどなたでも可能です。随時入会を受け付けてお

りますので山科別院にご連絡ください。 （TEL：０７５－５８１－０９２４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

慈光のもと、皆さまには益々ご健勝にてお念仏相続のこととお慶び申しあげます。 

 平素は、本願寺山科別院に対して皆さまからあたたかいご理解とご協力をいただいておりま

すこと厚く御礼申しあげます。 

 早いもので今年もあと僅かとなりました。皆さまにとりまして、本年は、どのような一年 

だったのでしょうか。 

 さて、最近のテレビのニュースや新聞などを見ていますと、他人様のいのちを簡単に傷つけ

たり殺めたりする事件が、あまりにも多いことに気づかされます。ほとんど毎日、このような

事件が報道され心が痛むばかりです。 

 仏教の開祖でありますお釈迦さまは、お生まれになってすぐ「天上
てんじょう

天下
て ん げ

唯我独尊
ゆいがどくそん

」とおっ

しゃったと伝えられています。この唯我独尊、「ただわれ独
ひと

り尊
とうと

し」というのは、決して思い

上がった、不遜
ふ そ ん

な態度で言われた言葉ではありません。私たち一人ひとりが、かけがえのない

尊いいのちをもっているということを、言われたのです。私のいのち、私の人生は、私しか生

きられません。他の人が、私に代わって私のいのち、人生を生きることはできません。まさに、

かけがえのない、尊いいのちを私たちは恵まれているのです。 

 冒頭で述べた通り、昨今の世の中の有り様は、尊いいのちをあまりにも軽く見すぎているき

らいがあるといえます。このような世にあって、否、このような世だからこそ、私たち仏教の

み教えをいただくものは、いのちがこの上なく尊いものであることをまわりのご縁のある人た

ちに伝えていかなければならないのだと思います。できる範囲の中で、共に取り組みを進めて

いきたいことと思います。 

 明年も、当院に対して一方ならぬお力添えをいただきますようお願い申しあげます。 

                                      本願寺山科別院 輪番 門
かど

 野
の

 哲
てつ

 丈
じょう

 

フラワーアレンジメント作り 

◆本願寺第八代宗主 蓮如上人月忌法要    

毎月１４日 午後２時 別院中宗堂 

おつとめ、引き続きご法話 

 ※４・８・１０月はございません 

◆晨
じん

朝
じょう

勤行（朝のおつとめ）毎朝７時  別院本堂・中宗堂 

飛雲閣にて 

仏教婦人会  会員募集  



 

 

 

 

 

 

日 時  １２月３１日(水) 

   午後１１時より除夜会 引き続き 除夜の鐘つき 

開門：午後１０時３０分 閉門：翌日午前１時（予定）  

場 所    本堂・鐘楼
しょうろう

 
 

喜びや悲しみなど、さまざまな事があったこの一年を振り返りながら、ご仏前において感謝

の思いと共におつとめいたします。 

本堂でのおつとめの後、除夜の鐘つきを行い、お越しいただいた皆様全員に一打ついていた

だきます。鐘楼の中に入って鐘をつくという経験は大変貴重ですので、是非、山科別院の鐘を

つきにお越しください。当日、鐘楼前には暖がとれるようにしてありますが大変寒いので暖か

い服装でおこしください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                

                   

               

 

 

  

日 時  １月１日(木) 午前７時 

場 所    本堂・中宗堂 
 

新たな年の始まりを、ご参拝の皆様とご一緒に感謝の気持ちと共におつとめいたします。 

 

 

 

元
が ん

旦
た ん

会
え

のご案内 

山科別院には他寺院門信徒の団体参拝があります。その中でも、境内の清掃活動を目的

とする団体が「念仏奉仕団」です。今年は３団体が清掃活動に来てくださいましたので、

ご紹介させていただきます。３月２８日神崎組二十五日講より２０名。６月１２日二十五

日講愛知下部より５２名。９月１５日犬上南組二十五日講より７０名ものご参加がありま

した。おかげさまで境内は綺麗になりました、ありがとうございます。 

境内清掃奉仕 

報恩講法要をおつとめ 

山科別院では、１０月１３日と１４日の２日間にわたって 

宗祖親鸞聖人のご命日をご縁とする「報恩講法要」をおつと 

めしました。ご講師は佐々木 淳成 師（三重県員弁郡欣浄寺） 

にお越しいただき２日間にわたりご法話をいただきました。 

また、今年は多くの僧侶が法要にお参り（出勤）くださり、賑やかな法要となりました。 

除
じ ょ

夜
や

会
え

（除夜の鐘つき）のご案内 

お申込不要 

当日整理券配布 

 

宗祖親鸞聖人 御
ご

正
しょう

忌
き

報
ほう

恩
おん

講
こう

法
ほう

要
よう

のご案内 

本願寺では毎年１月９日から１６日まで宗祖親鸞聖人（１１７３年～１２６３年）の

ご命日法要である「御正忌報恩講」がおつとめされます。 

  同法要は本願寺の年中最大法要であり、全国各地から多くのご門徒や僧侶が参拝され

ます。普段、馴染みのある正信偈だけでなく、様々なおつとめや雅楽など、中には年に

一度のお勤めもあります。詳細については本願寺ホームページにてご確認ください。 

 

除夜会（お焼香の様子） 鐘楼前（準備中） 

念仏奉仕団（開会式の様子） 

 

９月１５日の清掃によりでたゴミ袋の山 

元旦会（中宗堂） 


